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尖
閣
諸
島
に
上
陸
し
た
者
を
含
む
香
港
の
活
動
家
ら
が
退
去
強
制
処
分
と
な
っ
た
件
に
関
す
る
質
問
主
意
書

本
年
八
月
十
五
日
、
香
港
の
活
動
家
ら
十
四
名
が
我
が
国
に
不
法
入
国
し
、
そ
の
う
ち
数
名
が
尖
閣
諸
島
に
上
陸
す
る
と
い

う
事
態
が
発
生
し
た
。
海
上
保
安
庁
は
同
日
十
四
名
を
逮
捕
し
、
同
月
十
七
日
、
十
四
名
は
退
去
強
制
処
分
と
な
っ
た
。
右
を

踏
ま
え
、
質
問
す
る
。

一

前
文
で
触
れ
た
事
態
が
生
じ
た
こ
と
に
つ
き
、
政
府
と
し
て
ど
の
よ
う
な
認
識
を
有
し
て
い
る
か
。

二

政
府
と
し
て
、
今
後
前
文
で
触
れ
た
事
態
の
再
発
を
防
止
す
る
た
め
、
ど
の
よ
う
な
方
策
を
講
ず
る
考
え
で
い
る
か
。

三

今
回
退
去
強
制
処
分
と
な
っ
た
十
四
名
の
う
ち
、
尖
閣
諸
島
に
上
陸
し
た
者
は
五
名
で
、
し
な
か
っ
た
者
は
九
名
で
あ
る

と
承
知
す
る
が
、
確
認
を
求
め
る
。

四

三
の
尖
閣
諸
島
に
上
陸
し
た
五
名
と
そ
れ
以
外
の
九
名
は
、
不
法
入
国
し
た
と
い
う
点
で
は
同
じ
だ
が
、
更
に
我
が
国
の

領
土
に
不
法
上
陸
を
断
行
し
た
か
否
か
と
い
う
点
で
、
そ
の
行
動
の
悪
質
さ
や
、
二
で
問
う
た
政
府
の
今
後
の
再
発
防
止
策

の
あ
り
方
へ
の
影
響
等
で
違
い
が
生
じ
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
如
何
。

五

今
回
退
去
強
制
処
分
と
な
っ
た
十
四
名
の
う
ち
、
不
法
上
陸
を
断
行
し
た
五
名
に
関
し
て
は
、
退
去
強
制
処
分
と
す
る
の

で
は
な
く
、
送
検
し
、
長
期
勾
留
を
し
て
、
そ
の
目
的
の
如
何
、
中
国
政
府
の
関
与
の
あ
り
方
、
他
の
活
動
家
の
存
在
の
有

一



無
等
、
我
が
国
が
講
ず
る
べ
き
再
発
防
止
策
に
貢
献
し
得
る
情
報
を
採
る
こ
と
を
考
え
る
べ
き
で
は
な
か
っ
た
の
か
。
政
府

の
見
解
如
何
。

右
質
問
す
る
。

二


